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論文
　　　　荘子注釈書体例考《其の3》
　　　　　　　　承前
　　　　　　　　　　　　平木真快
　《其の3》は，《其の2》で検証した資料16件の一覧表を付録した後に，
⑩：1614年，荘子孤白，韓敬から，⑱：1635年，荘子南華真経，謹元春まで
を収録する。
　　　　　　　体例」覧表
　　　　　　　　⑳一⑲　　　　　　　　　　　　　　凡例○：有る　　　　　　　　　　　　　　　×：無い　　　　　　　　　　　　　　　◎：初出
No書名著者 成書 依拠 自序 他叙 目次 雑説 原文 音注 小注 改行 句点 続点 符号 篇旨 特異
一字
下 蹟
24副　　墨陸長庚 1578明末 O × ???O○ O ○ × × × ???○ ???O ×
25批　　校謝汝紹 1578明末 × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ × × ×
26荘子翼蕉　拡 1588明末 O○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ??? ??4 × ○
27荘子通沈一貫1588明末 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × ×
??? ???O ×
28品　節陳　深 1591明末 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ×
???○ ??? × ×
29膏　盲葉乗敬1597明末 O × ○ × O○ O × × O ??? × ??? × ×
30南華真経呉勉学 1597明末 × ○ ○ ×
??
10
○ × × × × × × × × ×
31品　節揚起元 1599明末 × × × × ○ ○ ○ × O × O○ × × ×
32文　髄黄洪憲1600明末 × ○ ○ × ○ ○ ○ × O × ○ × × ○ ×
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33荘子解李　鷲1602明末 × × × × O○
???
× × × × O × O ×
34評　　註帰有光 1605明末 × O○ × O○ ○ × O ×
??? ??? ??? ???
×
35古　蒙呉宗儀 1611明末 ○ × ○ ○ O ○・ × × ??? × × ×
???
× ×
36因　然呉伯与 1612明末 × × × × ○ O
???
× × × × O × ○ ×
37玄言評苑陸可教 1612明末 × × × × OO○ × ○ × ○ O × × ×
38精　解陳整典 1612明末 × ○ O × ○ O○ × O × × × × ○ ×
39翼評点董慾策 1613清末 × × × × O × ○ × × × ×
???
× ○ ×
※1：ここでは篇目という。篇目は「虚静盾淡寂莫無為」（見天道篇）の
　　8文字を順繰りに冠して，計8巻に配列する。
※2：重要語句を示す符号◎あり（初出）。
※3：内篇のみ篇旨あり。
※4：2字句の小見出し（2重括弧〉を付けた後に，諸家の説を引く。
※5：内篇のみ篇旨あり。
※6：注釈は，終始，沈氏独自の見解を記す。
※7：圏点・勇注等に斬新な工夫がみられる（初出するもの多し）。
※8：頭注・圏点・労注に，斬新な工夫がみられる。
※9：各篇の大段落を，頭注部分に「第□段」と数字で示し，且つ評釈す
　　る。
※10：筆者は，拙著「荘子注釈書体例考《其の2》」で，
　　内外雑3冊の内「雑篇」のみを私蔵する。　（見No30）
　　と記したが，《其の2》を脱稿してから数日後に，内篇（昭和16年
　　版）と外篇（昭和5年版）を入手した。両篇を精査した結果，No30
　　の内容は変更する必要はないと判った。
※11：大段落末尾に評釈あり（内篇のみ）。
※12：圏点は極めて豊富（計39種あり。その内，初出は30種。）。
※13：内篇のみあり。
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※14：各篇末の評のみ1字下げあり。
※15：句読者を明示する（初出）。
※16：大段落末尾に評釈あり。
※17：内篇のみあり（但し，徳充符篇はなし）。
⑩1614年一　⑱1635年
　40：1614年，荘子孤白，韓敬，拠中華民国国立中央図書館蔵・明万暦42年
刊本影印。
　先ず，目次あり。次に，司馬遷「荘子列伝」を転載する。次に，「総論」
あり。これは恐らくは，韓敬の作であろう。あるいは自序に相当するのかも
知れない。本書は：
　　1：篇名
　　2：篇旨
　　3：原文（小注・音注・圏点を含む〉
　　4：評釈（頭注を含む）
より成る。以下，説明する。
　※1：〔篇名〕は，例えば「遣遙遊第一」と記す。以下同じ。
　※2：〔篇旨〕は，内外雑各篇の篇旨あり。また，外物篇を除く三十二篇
　　　　の篇旨あり。いずれも1字下げ，小文字2行。
　※3：〔原文〕は，数語毎に小注を付す（小文字2行）。音注は，原文右
　　　横に「音□□」と記す。圏点は，1種のみ。
　　　　　の　の　の　の　　　　□□□□
　※4：〔評釈〕篇末に湯賓ヂの説を多く載せる。厳霊峯は：
　　　　　毎篇篇末有湯賓ヂ・韓求仲等評語。　（見知見書目・中編122頁）
　　　　と述べているが，実際は毎篇ではなくて三十三篇中約半分である。
　　　　頭注は，小文字5段。王鳳洲・湯賓ヂ等の説を多く引く。厳霊峯
　　　　はいう：
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　　　　　此書難非精粋之作，然雑釆衆家，内以湯賓ヂ之評荘為多。
　　　　　（見「荘子孤白」大尾511頁）
　文頭の改行なし。句読点なし。篇旨は1字下げ，篇末の評語は4字下げ。
蹟なし。因みにいう：
　　本書為海内外唯一孤本，一般書志所不経見。　（見「荘子孤白」大尾511
　　頁，厳霊峯）
　41：1615年，南華日抄，徐曉，拠明崇禎10年刊本影印。
　正しくは，「丈荷斎南華日抄」という。後蹟にいう：
　　此書万暦四十三年乙卯仲春月呉楚散人徐曉明甫氏謹識。
践文に拠って，明万暦43年（1615年）を成書年とする。
　本書は：
　　1：序
　　2：凡例
　　3：総目
　　4：本文
　　5：付録
　　6：後蹟
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，2篇ある。
　　　　①徐曙奄先生南華日抄序（崇禎十年丁丑・1637年，劉個撰）
　　　　②林膚斎荘子口義発題（万暦四十二年甲寅・1614年，徐曉撰）
　※2：〔凡例〕は，形式・内容ともに現代のものとほぼ同じ。全体を8条
　　　　に分けて，本書の特色・形式等を箇条書きする。題して「南華日抄
　　　　凡例」という。「凡例」という語の使用は，荘子注釈書中では本書
　　　　が嗜矢。
　　　　　凡例に依れば，徐曉の原著は：
　　　　　　旧刻全文一冊，蝿蚊細楷，上下両毒，評釈殆満，開巻注視，幾
　　　　　　不可　。
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というありさまであったが，徐曉の子・徐鑛が，それを以下の如く
整理したという：
　此書上標大意兼採諸註，中列全文，勇標関目，下音字義，篇後
　結以総論批語。令読者開巻了然，快心爽目。此似其最善者臭。
徐曉が特に留意したのは：
　此書微旨，先子似有独契，而浅用之於帖括，尤為文章之宗。故
　以庭訓不孝鑛指示最為詳切，或書大意，或指文機，而於章法句
　法字法，承転関処，更為留意云。
であり，また著述の意趣は：
　総取大意，不専訓詰。
であったという。徐曉の主眼は，字義の穿馨にはなく，専ら荘子の
心を味わうことに在ったのであろう。凡例はいう：
　南華宗旨，可以意会，而不可以言伝。学者有一分識地縷取得他
　一分神情，如参禅一般。
??????????????????　全文一凪
????????
????? ?????．??????????????????、?
﹇?
????????? ????，??? ?? 、? 『』「? ?????????????
※3：〔総目〕とは，目次と同義。正しくは「丈荷斎南華日抄総目」とい
　　う。全体を4巻に分けて，篇名の左側2字下げの位置に篇旨を記す
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（初出）。本文をみると，篇名真上の頭注にも，篇旨は別の表現で
記されている。
　目次に篇旨を併記するという着想は，読者にとっては大変便利で
ある。というのは，物事は粗から精に進むようにできているからで
ある。何をするにせよ，先ず，全体を鳥鰍することが肝要である。
そもそも，目次というものは，読者が其の文献概要を鳥鰍できるよ
うに作製されていなければ意味を成さない。本書は，篇名と篇旨を
連結することによって，目次としての目的を十分に果たしたといえ
よう。
※4：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②：原文
　　③：頭注
　　④：脚注
　　⑤：総論
　　より成る。
　　①《篇名》例如「遣遙遊第一」，以下同例。
　　②《原文》は，白文のまま。改行なし。句点あり。圏点なし。凡例
1養，i 霧 殖
??
生 遙
主 先 故 無 論 至 樂 遊，
第 欲 物 茅 大 其 第i
三 齊 舞 二 無 大 一
一 努 大。 也
天 有 惟
下 物 大
之 不 斯
物 発 集
蔑不 罹奔、 集
一観 亦 斯????
嚢 ??
物i乃?〜
o
??
、C
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　にいう。
　　此書止清句読，不加圏点。
　ただし，本書での句点は読点も兼ねている。行問に，小文字1行
　で文の流れを分析する。例如：
　　「単接」，「双接」，「双承」，「一変」，「二反」，「再挙」，「三転」，
　　「七用」，「一引証」，「応起」，「単字接引喩双承」等。
　また，批評もする。例如：
　　「句法巧」，「字法巧」，「下句太奇」等。
　これらは，徐曉が特に留意した点であった。凡例にいう1
　　於章法句法字法，承接転関処更為留意。
③《頭注》は，小文字（14段）がびっしり羅列している部分と空白
　が，ほぼ半半になっている。この空白は，凡例をみると，意識的
　に設けられた空間であるとわかる。凡例はいう：
　　読者各自会心，若更有所得，正可細書上下空処，竿頭進歩，自
　　無窮也。
　読者は，この空白があることによって，何よりもホッとするにち
　がいない。無用の用を説く荘子の哲学には，うってつけのムダで
　はなかろうか。何も無いというのは，実にさっぱりしていて気持
　がよい。何も無い空間があることによって，人はそこに自己を存
　分に主張することができる。荘子と魂の交流をしている時，フト
　浮かび出た想念を書き込む為には必要な空問なのである。この空
　白があることによって，読者は，ゆったりとした気分で荘子を味
　読することができるのではなかろうか。
　　体例というのは，著述する側の都合と著述を利用する側の都合
　の両方を，よく考えてから考案されなくてはならないであろう。
　南華日抄の頭注には，読者側の都合を僅かではあるが考慮した跡
　が認められる。体例は，先人のこうした工夫を経て，漸次仕上が
　っていくのである。
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※5：
　　頭注の構造について，一言する。頭注は：
　①：篇旨
　②：段数
　③1段釈
　より成る。
　《篇旨》は，総目よりも更に簡にして要。
　《段数》は，「第□段」と記す。
　《段釈》は，各段の内容を原文に対応させて詳しく解釈する。
④《脚注》は，音注のみ。
⑤《総論》は，篇旨に基づいて，当該篇を総括する。1字下げの位
　置で，小文字2行。
〔付録〕は，「南華付録」と題して：
①荘子列伝・司馬遷
②荘論・院籍
③荘子祠堂記・蘇軟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1母
鞠醐酬劉
???????????，???????? ?? ??? ?????? ???｝?????』? ?｝．????? ???? ．?? ???? ??? 』? ?
???????????????? ??? ??? ????』
錘???? ?也叢???．遇責＾
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　　　④荘子九論・李士表
　　　　を転載する。
　※6：〔後蹟〕は，徐曉の作。全篇を総括する。例如：
　　　　閑於文者未必攻於理，徹於理者未必粋於文，視此書不大有径庭哉。
42：1615年，解荘，陶望齢，拠明天啓元年刊本影印。
　自序・他叙ともになし。目次なし（全篇を12巻に分け，各巻の首めに篇名
を記す）。雑説なし。文頭の改行なし。句読点なし。篇旨なし。蹟なし。
馬森は，四庫全書総目提要を引いて：
　　是編僅蓼蓼数則……均無所発明。　（見荘子書録）
と述べているが，体例についても此の評は当たっている。
　本書は：
　　1：篇名
　　2：本文（小注・評釈・圏点を含む）
　　3：頭注
　　4：音注
より成る。
　※1：〔篇名〕，特記すべきものなし。
　※2：〔本文〕は，各大段落の末に，陶望齢の解（筆写体，1字下げ），
　　　　あるいは郭明龍の評（印刷体，1字下げ）を付す。また，行間に小
　　　文字で簡単な小注を付す（ただし，僅少）。圏点は，僅かに3種あ
　　　　るのみ：
　　　　　の　の　の　の　　　　□□□□
　　　　　　　 □□□□
　　　　匝
　※3：〔頭注〕は，小文字5段，全部郭明龍の評。
　※4：〔音注〕は，篇末に一括して載せる。
　43：1620年，南華経集註，藩基慶，拠明刊本影印（日本・内閣文庫並中華
民国国立中央図書館蔵）
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　本書は：
　　1：序（著書自序・他叙〉
　　2：目次（南華経目）
　　3：凡例（南華経例）
　　4：荘子自序（天下篇）
　　5：本文
　　6：雑説
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は：
　　　①南華真経序・郭象
　　　②荘周頒・陳江惣
　　　③荘子列伝・司馬遷
　　　④総論・藩基慶
　　　　を載せる。1～3は他叙，4は藩基慶の自序であろう。序は，通常，
　　　末尾に撰者名及び年号が記されてあるべきだが，総論にはこれが無
　　　　い。文中にいう：
　　　　慶日・…・・又按……。
　　　　この「慶」は，藩基慶を指すに違いない。これによって，筆者は
　　　　《総論》を藩基慶の自序と考えるのである。
　※2：〔目次〕は，南華経目という。経目の配置は：
　　　①序（前述の4篇）
　　　②荘子自序（天下篇〉
　　　③内篇（各篇末に外・雑篇を選録）
　　　　となっている。その内容は〔本文〕で詳述するが，2と3，とりわ
　　　　け3は特異である。
　※3：〔凡例〕は，南華経例という。用例9種を記す。
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屑????????????? 【???????????????????，?? ? ?．???」「?．? ? ??? ???、??? ???????????凋魑
?????
擁ド團縫霧「ー
ー?
※4：〔荘子自序〕藩基慶は，天下篇第三十三を荘子の自序とみなし，迫
　　遙遊篇第一の前に配した（初出）。是非は別として，このような配
　　置は，当時も亦現代でも一般的ではない。
※5：〔本文〕は，天下篇以上に奇抜である。すなわち，常識的には荘子
　　三十三篇を順次配列するのであるが，藩氏はそのような方法を採ら
　　ないで，内篇の各篇を主軸にし，関連すると思われる外雑篇を付録
　　するという天胆な配置転換を試みたのである。
　　その内訳は，以下の如し。　（外篇は外，雑篇は雑と簡称する〉
　　①遣遙遊一巻
　　　繕性（外），至楽（外），外物（雑〉，偽書譲王（雑）。
　②斉物論二巻
　　　秋水（外），寓言（雑〉，偽書盗距（雑）。
　③養生主三巻
　　　刻意（外），達生（外）。
　④人問世四巻
　　　天地（外），山木（外），庚桑楚（雑），偽書漁父（雑）。
　　⑤徳充符五巻
　　　田子方（外），知北遊（外），列御冠（雑）。
　　⑥大宗師六巻
一93一
平木　真快
　　　　　駐栂（外），徐無鬼（雑），則陽（雑，※欠落）。
　　　⑦応帝王七巻　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　馬蹄（外），朕筐（外），在宥（外），天道（外），天運（外），
　　　　　偽書説剣（雑）。
　　　　本文は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（勇注・圏点を含む）
　　　④：頭注
　　　⑤：音注
　　　⑥：評釈
　　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「遣遙遊」，以下同例。
　　　②《篇旨》は，小文字2行，各家の説を引く。自説は「慶日」以下
　　　　　に述べる。
　　　③《原文》は，細字1行～2行の労注あり。圏点は凡例を見よ。改
　　　　行なし。句点あり。読点なし。行問の小注なし。
　　　④《頭注》は，細字，段数不定，段落を表示し，其の段旨を述べる。
　　　⑤《音注》は，篇末に一括して述べる。ただし，各巻末に付録した
　　　　外雑篇にはない。
　　　⑥《評釈》は，小文字2行，改行なし，1字下げなし。各家の説を
　　　　多く引く。ただし，各巻末に付録した外雑篇にはない。
　※6：〔雑説〕は，蘇転の荘子祠堂記を載せる。
　44：1620年，南華全経分章句解，陳栄選，拠明刊本影印（日本・国立京都
大学文学部蔵）。
　本書は：
　　1：他叙
　　2：目次
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　　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔他叙〕は：察復一撰「陳熱海先生伝」（注：薫海は，陳栄選の号）
　　　　を載せる。
　※2：〔目次〕は：全篇を4巻に分け，内篇は第1巻に，外篇は第2巻及
　　　　び第3巻前半に，雑篇は第3巻後半及び第4巻に配する。順序は月
　　　並である。
　※3：〔本文〕は1
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（小注・圏点を含む）
　　　④：頭注
　　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「内篇迫遙遊第一」，以下同例。
　　　②《篇旨》は，内篇は全部，外篇は至楽に，雑篇は盗距・説剣・漁
　　　　父・列禦冠・天下各篇にある。
　　　③《原文》は，小文字2行の小注（音注あり）を挟む。文頭の改行
　　　　　なし。句点あり（ただし，その打ち方は厳密ではない。また，句
　　　　点と圏点が同形・同所なので両者の違いが判然としない）。読点
　　　　　なし。圏点は1種のみあり，如下：
　　　　　　の　の　の　の　　　　　□□□□
　　　④《頭注》は，小文字4段，各段落の要旨を述べる。
蹟なし。1字下げなし。特異点なし。
45：1621年，荘子内篇註，釈徳清，拠清光緒14年刊本影印。
本書は，自序・他叙・目次・雑説・践ともになし。いきなり，本文に入る。
本文は：
　　1：内篇序
　　2：篇名
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　　3：篇旨
　　4：原文（小注・音注を含む）
　　5：評釈
より成る。以下，説明する。
　※1：〔内篇序〕本書は，内篇のみ注釈する。計4巻あり。第1巻のはじ
　　　　めに，自序に相当する箇所がある（1字下げ。改行なし。）。序に
　　　　いう：
　　　　　一部全書三十三篇，只内七篇已尽其意。其外篇皆蔓街之説耳。
　※2：〔篇名〕は，例如「迫遙遊第一」，以下同例。
　※3：〔篇旨〕は，各篇のはじめに記す（1字下げあり。改行なし）。
　※4：〔原文〕は，小文字2行の小注あり。音注は極めて少ない。改行な
　　　　し。圏点なし。
　※5：〔評釈〕は，段落毎に付す（1字下げあり。改行なし）。書き出し
　　　　の多くは，「此一節」あるいは「此」という語によって始まる。
　本書は，句点あり。読点なし。全体に特異点なし。
　46：1626年，南華経蒼解，郭良翰，拠日本尊経閣文庫蔵，明天啓6年刊本
影印。
　本書は：
　　1：序
　　2：凡例
　　3：目次
　　4：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は：
　　　　①南華経蒼解序・林尭愈・万暦戊午（1618年）
　　　　②南華経蒼解序・陸夢龍（注：撰述年不明）
　　　　③南華経蒼解説・郭良翰・万暦丙辰（1616年〉
　　　　を載せる。①②は他叙，③は自序である。本書は，明天啓6年（16
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26年）刊の影印本に拠っている。郭良翰の序は，1616年発表である
から，少なくとも公刊10年前には本書を完成していたことになる。
〔凡例〕は，「南華経蒼解凡例」という。計6条ある。
〔目次〕は，「南華経蒼解目録」という。例如「迫遙遊」，番号な
し。以下同例。
〔本文〕は：
①：篇名
②：篇旨
③：原文（頭注・脚注を含む）’
④：評釈
より成る。
①《篇名》は，例如「内篇迫遙遊第一」，以下同例。
②《篇旨》は，小文字2行，1字下げあり，改行なし。句読点なし。
　諸家の説を多く引く。引説の文頭は，「□□□総論日」から始ま
　る。
③《原文》は，大段落毎に白文のまま載せる。小注・穿注・圏点な
　し。句点あり，読点なし。頭注は，大段落のタイトルのみ記す。
　例如：
　　鵬鳥図南之大
　　許由辞尭譲天下
　　真人陶鋳尭舜
　脚注は音注のみ。その多くは，崔撰・司馬彪・徐逸・李軌の説に
　依る。
④《評釈》は，各大段落の末尾にまとめて付す。書き出しは，「此
　段」の2字から始まるものが多い。諸家の説を多く引く。例如：
　　呂吉甫・林疑独・陳詳道・陳太初（景元）・王元沢（努）・趙
　　以夫・李士表（元卓）・萢無隠（応元〉・羅勉道・劉辰翁・唐
荊川（順之）・孫越峰（鑛〉・陸西星（長庚）・陳如岡（麓典）
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　　　　・焦弱侯（塘）・李湘洲（騰芳）・呉言箴（黙）・陶周望（望
　　　齢）・李宗謙（光籍）。
47：1632年，南華真経本義，陳治安，拠清道光15年刊本影印。
厳霊峯はいう：
　「突慶蔵書楼書目」著録，明崇禎五年刊本。　（見荘子知見書目・中編130
　頁）
馬森はいう：
　見漸江公立図書館通常類図書目録。清道光乙未（十五），紅蘭山房校刊
　本。　（見荘子書録）
明・崇禎5年は1632年，清・道光15年は1835年である。これによって，筆
者蔵本は初版より約200年後の重刻本とわかる。
本書は：
　1：序
　2：目次
　3：本文
　4：付録
より成る。以下，説明する。
※1：〔序〕は：
　　①重修南華本義序・徐廷塊・明崇禎辛未（1631年）
　　②南華真経本義序・陳治安・明崇禎己巳（1629年）一崇禎壬申
　　　（1632年）
　　を載せる。①は他叙である。叙末尾に：
　　　辛未十二月山陰徐廷椀笠山序。
　　とある。序の内容から判断するに，「辛未」は，明・崇禎4年（16
　　31年）でなければならない。②は陳治安の自序である。自序は5篇
　　より成る。序にいう：
　　　序一：己巳季夏四日陳治安叙。
　　　序五：崇禎五年壬申二月二十二日叙。
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　　　崇禎5年（1632年）を起点に湖れば，序一の「己巳」は崇禎2年
　　　（1629年）でなければならない。L序は改行なし，句読点なし。
※2：〔目次〕は，計16巻に分ける。例如「迫遙遊」，以下同例。
※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（音注を含む）
　　　④：評釈（小注を含む）
　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「遣遙遊第一」，以下同例。
　　　②《篇旨》は，改行なし，1字下げあり。
　　　　　内篇：全篇あり。
　　　　外篇：以下の各篇はない。
　　　　　　　馬蹄・天運・刻意・繕性・知北遊。
　　　　雑篇：以下の各篇はない。
　　　　　　　庚桑楚・説剣・漁父・列御冠。
　　③《原文》は，大段落毎に白文を載せる。小文字2行の音注を挟む。
　　　文頭の改行なし。句読点なし。圏点は2種あり（ただし，僅少）。
　　　　◎◎
　　　　　　　　　　　　□□
　　④《評釈》は，大段落毎に一括して載せる。文頭の改行なし，1字
　　　下げあり。小文字2行の小注を挟む（ただし，少ない）。
　　頭注・脚注ともになし。
※4：〔付録〕は：計8巻ある。叙あり。叙にいう：
　　　崇禎壬申歳四月初十日陳治安叙。　（崇禎壬申は，1632年である。）
　　　巻1：「宗伝」・「逸語」。
　　　巻2以下巻8：品評（自戦国至明）。
　　　巻8末尾に，厳霊峯の践あり。厳氏はいう：
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　　　明陳治安南華真経本義刊於崇禎五年，少見其他伝本。此為清道光
　　　十五年紅蘭山房重刊，欠字頗多，均一一予以校補，惟第八巻十四
　　　頁全失，其内容乃輯録諸家評語，未知出於誰何。
　　小注あり（ただし僅少。小文字2行）。改行なし。1字下げあり。
　　句読点なし。圏点なし。
呉康著老荘哲学（1951年〉にいう：
　此書毎篇分段以己意参証為説，謂如此解荘，始可得其本意，故日本義。
　書末付録，則述宗伝，逸語，及自戦国迄明，各時代対於荘書之品評，可
　資参考。　（見該書所収「荘子注及参考書挙要」，233～234頁）
48：1635年，荘子南華真経，諦元春，拠明崇禎8年刊本影印。
書名について，一言する：
①厳霊峯・荘子知見書目には，「荘子南華経評」という。
②厳霊峯・無求備斎荘子集成続編（27）には，「荘子南華真経評」という。
③馬森・荘子書録には，「荘子南華真経評」という。
④明・崇禎8年刊本には，「荘子南華真経」とのみいう。
筆者は，④が初版本（中華民国国立中央図書館蔵）であることを理由に，
「荘子南華真経」を書名とする。
本書は：
　1：序
　2：目次
　3：本文
より成る。以下，説明する。
※1：〔序〕は：
　　①荘子序・張溝
　　②遇荘序・謹元春・明崇禎乙亥（1635年）
　　を載せる。①は年月不明。②は，謂氏自序である。厳霊峯は，荘子
　　知見書目にいう：
　　　「千頃堂書目」作「諄子遇荘三巻」當係同書異名。
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　　序を細読すると，「因而遇之」という4字句が，序全文677文字中
　　　9回も頻出する。思うに，「遇」の一字は，「因而遇之」に由来す
　　るに違いない。「遇荘」と「荘子南華真経」は，同書異名なのであ
　　ろう。
※2：〔目次〕は，ここでは「目録」という。計3巻ある。巻1は内篇に，
　　巻2は外篇に，巻3は雑篇に配する。目録は，各巻の巻首に載せる。
　　例如「遣遙遊」，以下同例。
※3：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②：原文（労注・圏点を含む）
　　③：頭注
　　④1評釈
　　より成る。
　　①《篇名》は，例如「迫遙遊第一」，以下同例。篇名は，原文より
　　　2字下げの位置にある。篇名上部に，1字分の大きさの丸が，1
　　　つあるいは2つ打ってあるものと，何も打ってないものがあって，
　　　一定しない（理由は不明）。
???????
???????????????????????????????
???? ??????????????????????????????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?， ????? ? ?? ?????? ??
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②《原文》は，文頭の改行なし，原文上下に挟まれた小文字の小注
　もなし。ただし，労注はある。圏点は，2種ある。
　　のののの　　ロロロロ
　　リ　　ヤ　　し　　ち
　　□□□□（極めて少ない）
　大段落の切れ目には，文字左下にLマークをつける。句点はある。
　但し，厳密ではない。読点はない。
??????????? ? ?????? ? ? ????????
　　③《頭注》は，小文字5段，句読点なし。
　　④《評釈》は，ここでは「総論」という。篇末に一括して載せる。
　　　文頭の改行なし・原文より1字下げの位置にある。小文字2行・
　　　句点あり。読点なし。
全体に特異点なし。篇旨，脚注なし。音注なし。蹟なし。
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蕊灘難霧
鱗籍 　o
??????」???????
??????????? ?? ???? ? ????、? ? ? ???? ? ??? ?
ρ護Q
??????????????
? ??、???????，．．?ー?，ー?? ?．ヶ????????????????? ???ー??
?????????????
????? ???? ???? ???? ???? ，ーー，｝
1992－04－29，《其の3》浄書，待続。
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